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明るく・豊かな・住みたくなる町づくりをめざし

年頭の挨拶
日置町長
江 原 清

謹
賀
新
年

昭和61年
元 旦

輝
か
し
い
昭
和
六
十
一
年
の
新
春

を
迎
え
、
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。
と
共
に
、
町
勢
の
伸
展
と
皆

様
方
が
健
康
で
幸
せ
な
生
活
を
送
ら

れ
る
事
を
心
か
ら
念
じ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、国
を
取
り
巻
く
内
外
の
諸
情

勢
は
殊
の
外
、
厳
し
い
昨
今
で
あ
り

ま
す
。
各
自
治
体
の
行
財
政
運
営
も

ま
た
、
年
ご
と
に
厳
し
い
状
況
に
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
私
達
は
鋭
意
、

高
率
の
よ
い
運
営
を
求
め
、
最
善
の

努
力
を
傾
注
い
た
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
幸
い
に
も
、
本
町
は
、

国
、
県
等
の
上
部
機
関
の
大
変
な
ご

高
配
に
あ
ず
か
っ
て
、
事
業
の
進
捗

を
み
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
ひ
と
え

に
、
町
議
会
を
は
じ
め
、
町
民
各
位

の
ご
協
力
、
ご
支
援
の
お
か
げ
で
あ

り
、
深
甚
な
る
謝
意
を
表
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

顧
み
ま
す
と
、
昨
年
三
月
、
全
国

土
地
改
良
連
合
会
主
催
に
よ
る
農
村

総
合
整
備
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
に
中
・

四
国
代
表
と
し
て
推
薦
さ
れ
、
見
事

三
位
の
受
賞
の
栄
に
浴
し
た
の
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
七
月
に
は
、
異
常

気
象
に
よ
る
長
雨
と
集
中
豪
雨
に
よ

り
、
町
内
各
地
で
約
二
億
三
千
五
百

万
円
(
単
独
町
費
約
二
千
万
円
)
の

被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、
現
年
災
害

復
旧
八
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
目
標
に

頑
張
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
体
育
祭
、
ふ
る
さ
と
ま
つ

り
等
皆
様
方
の
大
変
な
ご
協
力
に
よ

り
ま
し
て
、
終
始
盛
会
で
あ
り
ま
し

た
こ
と
に
つ
き
、
厚
く
お
礼
を
申
し

あ
げ
ま
す
。

今
年
の
主
な
事
業
と
し
ま
し
て
、

継
続
事
業
の
県
営
か
ん
ぱ
い
事
業
、

県
営
は
場
整
備
事
業
、
県
営
長
門
海

域
総
合
開
発
事
業
、
農
村
総
合
整
備

モ
デ
ル
事
業
、
農
村
基
盤
総
合
整
備

事
業
、
新
農
村
地
域
定
住
促
進
対
策

事
業
、
新
市
農
免
道
、
団
体
営
農
道
、

漁
港
改
修
事
業
、
林
業
構
造
改
善
事

業
、
町
道
改
良
(
神
田
校
線
、
西
坂

本
・
野
田
線
、
黄
波
戸
口
~
茅
刈
経

由
黄
波
戸
線
)
、
水
道
事
業
、
土
地

改
良
事
業
、
町
営
住
宅
建
設
事
業
等

の
諸
事
業
、
ま
た
、
地
場
産
業
の
振

興
、
企
業
誘
致
等
に
よ
る
経
済
基
盤

の
強
化
・
充
実
、
青
少
年
の
健
全
育

成
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
社
会
教
育

の
充
実
、
社
会
福
祉
の
向
上
等
の
諸

施
策
に
蛮
勇
の
努
力
を
し
、
健
康
的

で
、
明
る
い
、
豊
か
な
、
住
み
た
く

な
る
町
づ
く
り
を
目
指
し
、
決
意
を

新
た
に
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
、
皆
様
方
と
の
ふ
れ
あ
い

を
深
め
、
共
に
考
え
、
共
に
歩
む
、

町
政
の
運
営
に
専
念
し
、
皆
様
方
の

負
託
に
応
え
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の

で
、
倍
旧
の
ご
指
導
、
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
し
て
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

今

年

は

寅

年

『
虎
は
千
里
を
行
っ
て
、
千
里
を

帰
る
』
と
い
う
諺
が
あ
り
ま
す
。
一

般
に
は
、
"勢
い
の
盛
ん
な
こ
と
"
の

例
え
と
し
て
用
い
ら
れ
ま
す
が
、
も

う
一
つ
別
の
解
釈
が
あ
る
よ
う
で
す
。

さ
て
、
そ
の
虎
は
何
を
し
に
千
里
の

道
を
あ
わ
て
て
帰
る
の
で
し
ょ
う
か
。

実
は
、
虎
は
自
分
の
子
供
の
こ
と

が
心
配
で
戻
る
の
だ
と
い
い
ま
す
。

恐
ろ
し
い
も
の
の
代
表
の
よ
う
に
言

わ
れ
て
い
る
虎
で
す
が
、
大
変
に
子

供
を
大
切
に
す
る
の
だ
そ
う
で
す
。

『
虎
の
子
』
と
言
う
言
葉
も
こ
の
あ

た
り
か
ら
来
た
の
で
し
ょ
う
。

虎
は
エ
ト
の
動
物
た
ち
の
う
ち
、

日
本
に
棲
ん
で
い
な
い
唯
一
の
動
物

で
す
。
も
っ
と
も
、
辰
(
竜
)
も
い
ま

せ
ん
が
、
こ
れ
は
想
像
上
の
動
物
で

す
か
ら
ど
こ
に
も
い
ま
せ
ん
。

虎
は
中
国
を
は
じ
め
、
東
南
ア
ジ

ア
な
ど
に
は
広
く
分
布
し
て
い
ま
す

か
ら
、
エ
ト
の
つ
く
ら
れ
た
中
国
で

は
、
な
じ
み
の
あ
る
動
物
だ
っ
た
の

で
す
。

も
っ
と
も
、
虎
は
日
本
で
見
る
こ

と
が
で
き
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
存
在
は
か
な
り
早
く
か
ら
知
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
七
世
紀
ま
で
に
書

か
れ
た
日
本
書
紀
に
は
す
で
に
そ
の

名
が
出
て
い
ま
す
し
、
天
武
天
皇
の

怖いのは「消したつもり」と「消えたはず」
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